
経営比較分析表（令和6年度決算）
宮城県石巻市　石巻市立牡鹿病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 25 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 3 - ド 救 輪 - - 25 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 20

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

132,447 3,588 第１種該当 - その他 20

Ⅰ 地域において担っている役割
　牡鹿半島において、地域医療を担う唯一の病院として内科、外科
及び歯科の３診療科を標榜している。外来及び入院の一般診療のほ
か、24時間体制で救急患者の受入れにも対応している。また、一般
健康診断業務のほか、各種予防接種事業への協力、校医として小中
学校・保育所へ赴き、内科及び歯科の定期健康診断を行うなど、学
校保健分野における公衆衛生活動も担っている。その他、各種施設
の嘱託医として、疾病の予防や治療にも対応するなど、地域に密着
した医療を提供している。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 56.1 59.2 56.0 53.4 46.1当該値 112.3 109.2 103.5 92.5 86.5 当該値 54.1 44.3 35.9 47.6 27.6当該値 38.8 39.9 36.3 36.4 31.6

平均値 65.0 67.6 65.8 64.9 63.6平均値 98.0 101.9 100.9 97.1 95.6 平均値 55.9 56.5 53.9 54.9 57.1平均値 60.3 63.2 61.4 60.8 59.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　入院収益については病床利用率が前年度比で20.0ポイント減とな
るなど減収し、外来についても地域の人口減少に伴う患者数の減少
や慢性疾患を抱える高齢者診療による診療単価の減少などにより外
来収益が減収となったため、医業収益は対前年度比で53百万円減と
なったことなどから、医業収支比率は7.3ポイント減となった。ま
た、設備老朽による修繕費や人件費上昇による委託料等の医業経費
増大となった結果、令和６年度決算において経常収支比率が100％未
満となるなど、医業活動による医業収益だけでは安定した病院経営
は依然として困難であり、一般会計からの繰入れに依存せざるを得
ない状況が続いている。加えて累積欠損金比率については対前年度
比で56.5ポイント上昇したが、主な要因として、入院では年度当初
の休床等による病床利用率の大幅な減少によるもので、また、外来
では、外来患者への多剤併用見直し（ポリファーマシー）及び検査
項目の見直しを進めたことによる減収により収支が悪化し、結果累
積欠損金の増加となったことから、今後も欠損金額を縮小させるた
めのさらなる経営努力を続けていかなければならない状況である。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　有形固定資産については、建物の竣工から22年目となり、有形固
定資産減価償却率は緩やかな増加傾向となっている。今後の施設・
設備の改修は、過剰投資を避け計画的に実施するなど、コストの抑
制を視野に入れながら実施して行く必要がある。
　なお、１床当たり有形固定資産が類似病院平均値よりも５割程度
高くなっているのは、平成22年に許可病床数50床から25床へと減床
したことによるものである。
　器械備品減価償却率については、対前年度比で同率となったが、
医療機器等が老朽化傾向にあるため、健診等を含めた利用状況等や
今後の運営方針などにより、優先度を明確にした上で、計画的に更
新していく必要がある。

R06 R02 R03 R04

30.4 28.4 30.0 29.1 30.2118.9 当該値12,212 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 29,162 29,802 30,895 31,269

93.4 90.0 93.5 99.113,029 13,538 13,179 12,281 11,041 当該値

8,904 9,068 9,435 9,319

当該値 11,996 12,374 11,378 12,034

16.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　当院が所在する牡鹿地域は、人口減少が続く過疎地域にあり、現
在の人口は1,928人（令和7年12月末現在）と東日本大震災前の4,533
人（平成23年2月末）と比較すると、半分以下に減少し、この傾向は
今後も進むものと推測される。これに伴い、患者数も同様に減少傾
向にあり、安定的な医業収益の確保が課題となっている。
　また、医師をはじめとする医療スタッフについても充足しておら
ず、医療人材の確保が困難な状況となっている。24時間体制で救急
患者を受け入れるなど、急性期医療も担う牡鹿地域唯一の病院とし
て、その役割は大きく、地元住民が健康を維持しながら安心して生
活ができるよう、市立病院をはじめとする関係医療機関等と連携を
図りながら、地域医療提供体制を維持できるよう努めていかなけれ
ばならない。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

89.7 平均値 15.9 14.9 15.6 15.49,359 平均値 87.1 84.5 86.0 87.432,712 平均値

R05 R06

当該値 123.9 103.1 103.8 127.2 183.7 当該値 50.7

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

72,675,320 72,910,640 74,677,600 75,031,480

平均値 132.3 141.6 141.5 147.4 145.1

82.2 86.9 87.0 87.0 当該値 72,740,64053.6 56.5 57.2 59.2 当該値 76.5

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 46,069,366 47,725,874 49,580,743 50,826,859 55,159,088平均値 72.3 71.5 72.1 71.9 69.1平均値 57.6 56.9 57.9 59.3 56.1
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④病床利用率(％)
【70.7】
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③修正医業収支比率(％)
【82.6】
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【85.2】
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①経常収支比率(％)
【93.7】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)

【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)

【57.7】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【18,510】
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【63,608】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


